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介

介紹

ギ
イ
・
ア
シ
ヤ
ー
ル
著
（
西
村
愚
計
訳
）

『
古
代
ロ
ー
マ
の
女
性
た
ち
』

　
本
書
は
、
王
政
期
か
ら
帝
政
期
ま
で
の
ロ
ー
マ

の
女
性
に
つ
い
て
論
じ
た
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
の
一

冊
で
あ
る
。
「
訳
者
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
著

者
は
キ
ケ
ロ
や
レ
ト
リ
ッ
ク
論
、
政
治
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
な
ど
の
專
門
家
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て

西
洋
古
代
の
女
性
史
関
連
著
作
は
多
く
な
く
、
本

書
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
の
女
性
を
主
題
と
し
た
書
物

は
、
他
に
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ロ
ー
マ

人
の
愛
や
性
、
家
族
、
日
常
生
活
と
い
っ
た
観
点

か
ら
ご
く
断
片
的
に
女
性
に
言
及
す
る
邦
語
文
献

は
あ
る
も
の
の
、
ロ
ー
マ
の
女
性
を
包
括
的
に
語

る
試
み
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
新
書
サ
イ
ズ
の
翻

訳
書
と
は
い
え
、
本
書
に
は
ロ
ー
マ
女
性
の
全
体

像
を
描
き
出
す
た
め
の
契
機
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
他
地
域
、
他
時
代
の
女
性
と
の
比
較
研

究
の
た
め
に
も
、
本
書
は
検
討
の
基
礎
を
提
供
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
内
容
に
移
ろ
う
。
は
じ
め
に
、
ロ
ー
マ
女
性
の

矛
盾
し
た
表
象
が
紹
介
さ
れ
る
。
著
者
は
、
ロ
ー

マ
が
｝
○
○
○
年
以
上
の
時
間
幅
を
持
ち
、
共
時

的
に
も
様
々
な
立
場
の
人
々
が
い
た
社
会
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ロ
ー
マ
女
性
の
平
均
で
は

な
く
、
そ
の
多
様
な
姿
を
描
こ
う
と
す
る
の
が
本

書
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
、
王
政
か
ら
共
和
政
中
期
の
女
性
に

つ
い
て
。
著
者
が
こ
の
時
期
の
女
性
像
の
再
構
築

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
章
に
最
も
多
く
の

紙
幅
を
割
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
古
い

時
代
に
光
を
当
て
、
伝
統
的
に
あ
る
べ
き
女
性
の

姿
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
像
を
探
り
出
し
て
い
る

こ
と
が
、
本
書
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
、

ロ
ー
マ
の
女
性
は
威
厳
と
従
属
性
と
い
う
、
相
反

す
る
性
質
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
女

性
像
は
、
後
の
時
代
に
も
社
会
の
底
流
で
生
き
残

り
続
け
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
共
和
政
末
期
の
女
性
の
境
遇
が

描
か
れ
る
。
こ
の
時
期
、
女
性
の
地
位
と
態
度
に

お
い
て
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
特
に
上
流
階

級
で
は
、
多
く
の
面
で
女
性
の
解
放
と
呼
べ
る
状

況
が
現
れ
る
。
著
者
は
変
化
の
原
因
を
家
族
構
造
、

政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
宗
教
、
観
念
な
ど

の
側
画
か
ら
考
察
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
解

放
は
あ
く
ま
で
高
貴
な
女
性
や
性
的
な
奔
放
を
選

ん
だ
女
性
た
ち
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
政
治
の
表

舞
台
に
立
つ
の
は
依
然
と
し
て
男
性
で
あ
っ
た
。

　
第
三
章
は
、
帝
政
初
期
か
ら
セ
ウ
ェ
ル
ス
朝
期

ま
で
。
前
半
部
で
は
皇
帝
を
も
動
か
す
逞
し
い
女

性
た
ち
が
描
か
れ
る
が
、
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
以
後
、

女
性
の
自
立
と
奔
放
の
傾
向
は
控
え
め
に
な
る
。

ス
ト
ア
主
義
の
影
響
で
、
義
務
で
は
な
く
愛
情
に

基
づ
い
た
結
婚
と
い
う
価
値
観
が
広
が
り
始
め
、

よ
り
均
衡
の
取
れ
た
夫
婦
観
へ
の
変
容
が
見
ら
れ

る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
本
章
の
最
後
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
の
伝
統
的
な
女
性
観
の
揺

り
戻
し
に
貢
献
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
結
び
で
は
、
女
性
の
解
放
は
限
定
的
で
、
そ
の

後
均
衡
の
回
復
が
訪
れ
た
こ
と
、
帝
国
弱
体
化
の

騒
乱
の
な
か
、
女
性
た
ち
は
社
会
の
退
廃
の
最
後

の
砦
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
本
書
は
、
前
後
の
時
代
と
の
比
較
を
意
識
し
な

が
ら
女
性
の
境
遇
を
描
い
て
お
り
、
読
者
は
金
体

的
な
流
れ
を
理
解
し
や
す
い
。
個
々
の
事
例
に
つ

い
て
も
、
幅
広
い
資
料
の
性
質
を
考
慮
し
な
が
ら

丁
寧
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て

の
章
で
奴
隷
や
解
放
奴
隷
、
娼
婦
な
ど
下
層
の
女

性
に
つ
い
て
書
及
さ
れ
て
お
り
、
資
料
の
許
す
限

り
で
ロ
ー
マ
社
会
の
多
層
性
を
描
き
切
ろ
う
と
す

る
著
者
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。
近
年
、
奴
隷
制

や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
と
の
隣
接
分
野
と
し
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て
、
古
代
世
界
の
売
春
に
関
す
る
研
究
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
本
書
の
原
著
は
～
九
九
五
年
の
出
版

だ
が
、
こ
う
し
た
動
向
か
ら
も
本
書
の
価
値
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本

書
は
女
性
史
に
留
ま
ら
な
い
広
が
り
を
も
有
し
て

お
り
、
女
性
の
境
遇
の
変
遷
や
役
割
を
、
男
性
と

い
う
要
素
と
共
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
両
性
の
関
係
史
を
描
い
て
い
る
。
本
書

は
一
般
の
読
者
を
想
定
し
た
も
の
だ
が
、
今
後
こ

の
分
野
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
必
読
の

書
に
な
る
と
言
え
る
。
訳
者
に
よ
る
的
確
な
訳
注

も
、
初
学
者
に
と
っ
て
大
い
に
助
け
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
（
新
灘
回
章
　
　
｝
六
七
牽
…
瓢
頁
　
　
二
〇
一
六
な
＋
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
白
水
社
　
税
別
｝
二
〇
〇
円
）

（
小
由
田
真
帆
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

同
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ヲ
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鈎
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噌
N
恥
簡
や
N
題
q

一
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
は
、
大
使
の
駐
在
化
と
外

交
組
織
の
恒
常
化
を
特
徴
と
す
る
「
近
代
的
外

交
扁
の
起
源
と
し
て
考
え
ら
れ
、
イ
タ
り
ア
で
培

わ
れ
た
「
外
交
技
術
」
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に

広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
公
権
力

や
統
治
者
が
派
遣
し
た
大
使
や
仲
介
者
が
、
中
央

集
権
化
し
て
い
く
都
市
国
家
に
お
い
て
果
た
し
た

政
治
的
・
文
化
的
役
割
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
お
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス

期
外
交
を
専
門
と
す
る
著
者
1
・
ラ
ッ
ザ
リ
ー
二

は
、
従
来
は
別
々
に
分
析
さ
れ
て
き
た
、
交
渉
、

情
報
収
集
、
代
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

っ
た
実
践
に
焦
点
を
当
て
外
交
を
捉
え
る
こ
と
を

試
み
た
。
彼
女
は
、
都
市
国
家
が
領
域
国
家
を
形

成
し
半
島
が
モ
ザ
イ
ク
状
の
政
治
的
権
力
主
体
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
を
、
長
い

ρ
轟
け
窪
0
8
葺
O
（
一
三
五
〇
～
一
五
二
〇
）
と
し

て
分
析
を
進
め
た
。

　
本
書
は
、
全
一
二
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、

そ
の
章
立
て
も
イ
タ
リ
ア
半
島
内
外
の
都
市
・
地

域
の
事
例
が
交
差
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
欝
え

る
。
第
一
部
「
枠
組
み
」
で
は
、
外
国
勢
力
も
巻

き
込
む
複
雑
な
勢
力
図
（
第
　
章
）
や
外
交
を
担

う
主
体
の
多
様
性
と
そ
れ
が
形
式
化
し
て
い
く
過

程
（
第
一
一
章
）
、
外
交
実
践
の
中
で
作
成
さ
れ
る

書
簡
や
歴
史
文
学
、
覚
書
の
持
つ
史
料
的
価
値

（
第
三
章
）
が
検
証
さ
れ
る
。
次
に
第
二
部
「
政

治
的
行
動
と
し
て
の
外
交
」
で
は
、
情
報
（
第
四

章
）
、
交
渉
（
第
五
章
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
第
六
章
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
外
交
交
渉
に
お

け
る
ツ
ー
ル
や
戦
略
と
し
て
の
情
報
の
役
割
な
ど

が
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
権
力
や
資
源
、
司

法
権
を
め
ぐ
る
紛
争
を
調
停
・
解
決
に
導
く
、
共

有
さ
れ
た
政
治
的
善
茂
葉
の
機
能
が
着
自
さ
れ
る
。

さ
ら
に
第
三
部
「
実
践
と
し
て
の
外
交
」
で
は
、

ス
キ
ル
や
素
養
を
持
っ
た
外
交
の
主
体
（
第
七

章
）
が
行
う
儀
礼
や
そ
の
選
任
・
任
命
（
第
八

章
）
、
外
交
が
行
わ
れ
る
場
（
第
九
章
）
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
最
後
に
、
第
四
都
「
政
治
的
言
葉

と
文
化
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
外
交
」
で
は
、
口

述
・
筆
記
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形

態
（
第
十
章
）
、
感
情
と
理
性
の
バ
ラ
ン
ス
（
第

二
章
）
、
交
渉
に
お
け
る
言
葉
や
語
彙
（
第
一

二
章
）
が
分
析
さ
れ
る
。
特
に
、
言
葉
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
通
訳
者
を
通
じ
て
ペ
ル
シ
ア
や
エ
ジ

プ
ト
と
交
渉
を
試
み
た
イ
タ
リ
ア
の
君
主
が
考
察

さ
れ
、
ラ
テ
ン
語
や
俗
語
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
言

葉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
描
か
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
都
市

国
家
の
事
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
国
と
の
交
渉
も

含
め
た
事
例
か
ら
、
柔
軟
な
外
交
が
実
証
さ
れ
て
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